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監修のことば 
 

悪臭防止法は, 悪臭による被害を防止し住民の生活環境を快適に保つための根拠法

として, 昭和46年に制定され, 同47年５月から施行されるとともに, その後, 数次にわ

たる規制対象物質の追加, 規制基準の改正等を経て内容の整備・充実が図られてきま

した。 

この間における我が国の悪臭の状況をみますと, 同法に基づく施策を中心として各

種の対策努力がなされてきた結果, 全般的には改善傾向がみられるものの, 今なお年間

約１万件の苦情が生じており, 複合臭等の問題や日常生活に伴う悪臭問題等への適切

な対応も求められています。 

このため, 平成７年４月には「悪臭防止法の一部を改正する法律」が公布され, 複合

臭等の問題に対応するための臭気指数規制の導入と, 日常生活に伴う悪臭の防止につ

いての関係者の責務規定の創設がなされました。 

この改正悪臭防止法を受けて, 今後の悪臭防止行政は, 新たな臭気指数規制や, 国民

一般への悪臭防止行動の啓発普及などを含めて総合的に推進していく必要があります

が, このような中にあって, 特定悪臭物質の排出濃度による規制が今後とも中核的かつ

重要な役割を果たしていくことは間違いありません。 

環境庁においては, （財）日本環境衛生センターの御協力を得て, 平成６年12月に地方

公共団体等の悪臭の測定に資するため「悪臭物質測定マニュアル」を作成したところ

です。 

このたび, （財）日本環境衛生センターにおいて, 同マニュアルを基礎としつつその後

の知見や地方公共団体のニーズを踏まえた内容を盛り込み,「特定悪臭物質測定マニュ

アル」を刊行されることは誠に意義あることと考えます。 

本書が, 広く悪臭防止行政や臭気対策に携わる人々に活用され, 我が国の臭気環境改

善の推進に役立てられることを念願してやみません。 

 

平成８年２月 

環境庁 大気保全局 大気生活環境室長 

小 沢 典 夫 
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